
第２回菰野町総合計画策定検討委員会 会議概要 

 

開催日時 令和２年６月３日（水） 9:00～12:00 

開催場所 菰野町庁舎４階 大会議室 

出 席 者 委員 15 名（欠席者なし）、事務局３名 

会議事項 １．町長あいさつ 

２．委員長及び副委員長の選出 

３．議事 

４．部会 

５．全体会 

６．その他 

会議要旨 

 

１．町長あいさつ 

・我々としては、町民の皆さんの気持ちに沿って町政を運営しなくてはい

けないと同時に、合理的に町政を運営しないといけない。 

・合理的に町政を運営するにはどうすればよいかは、町民の皆様のお気持

ちをしっかりと見定めること、目的地をきっちりと決めること。 

・この総合計画は、菰野町がどこに向かうかという目的地を定めておき、

その目的を達成するために、「このような手段を使って合理的にやってい

きます」ということをうたい上げるというもの。 

・合理的かつ町民の皆様の意思をきちんと実現できる計画を策定するため

に、皆さんのお力をお貸しいただきたい。 

（終了後、委員と事務局の自己紹介） 

 

２．委員長及び副委員長の選出 

菰野町総合計画策定検討委員会設置要綱第５条第１項の規定により、委

員の互選により、 

委員長に、菰野町区長会会長・平井 滿 委員、 

副委員長に、菰野町消防団団長・服部 卓美 委員  が選出された。 

また、四日市大学学長・岩崎 恭典 委員を総合計画策定にかかる専門委

員として位置づけることについて、了承された。 

 

３．議事 

資料１～資料６について事務局より説明。（意見、質問については後日メ

ール等にて受付） 

 

４．部会 

〇総務安全部会、環境産業部会、教育民生部会に分かれ、「菰野町にとって

重要だと思うこと」をテーマに、基本構想策定のためのグループ別意見

交換を実施。 

〇庁内策定検討委員会委員 15 名もそれぞれの部会に参加 



＜総務安全部会＞ 

・防災、救急体制、交通安全対策、防犯・消費者保護、持続可能なまちの

ために、情報共有の推進、行財政・税収の確保、人口減少化時代のまち

づくり、信頼される行政運営、危機管理体制などについて意見交換。 

＜環境産業部会＞ 

・インター周辺の土地利用、持続可能な社会、安全で安定した水道、河川

の氾濫対策、観光、持続的な地域の発展のための森林、農業などについ

て意見交換。 

＜教育民生部会＞ 

・子育て、高齢者、健康、障がい者福祉、スポーツ・文化・生涯学習など

について意見交換。 

５．全体会                         ※要約 

【部会報告】 

委員長：各分野別部会で活発に意見が出て、時間いっぱいまでやっていただ

いたようです。その報告をお願いしたいと思います。報告のあと、

他の部会の委員の方からのご意見・ご提案がございましたら、ご発

言をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

委 員：教育民生部会では、非常に活発なご意見を頂戴しました。大きな項

目として高齢者、子育て。そちらに健康の項目があるのですけれど

も、他にも文化やスポーツ、生涯学習、障害福祉についての項目を

挙げて、皆さんでご意見をいただいたところです。 

意見交換で特に時間をかけた項目は、高齢者と子育てです。高齢者

について出た意見としては、地域包括ケアシステムの仕組み作りが

キーワードです。地域包括ケアシステムは、地域住民の力をという

ところで、地域の方々のお力をお借りしながら、地域で支え合いの

仕組みを作っていこうという中身になっております。今後の新しい

視点としては、今後のコロナの影響のこともあって、いろいろ現場

も変わってはいるのですけれども、ＡＩなどの視点も必要ではない

かという話も出ております。子育ても同じように、地域で子どもを

見守っていくというところが、たくさんご意見をいただいておりま

した。あとは、高齢者も子育てもそうだと思うのですけれども、福

祉は支える人材が枯渇し、非常に現場は人材が少ないということが

今後非常に心配される部分であるという話もたくさんいただきま

した。どのように支え合いをするのかということで、地域に戻って

いくのですけれども、そういうご意見をいただきました。例えば、

「元気な高齢者」という言い方は、どうかよく分からないですけれ

ども、シニアの世代の方の活用については今後非常に重要な視点で

あり、総合計画にも盛り込まれる項目だという話になりました。も

う一つは、「ないものねだりではなく、あるもの探し」がキーワード

ではないかと思うのですけれども、ないものを何とかしてくれと行



政に頼む、事業所に頼むなど、いろいろな所に頼んでも仕方がない

ので、あるものをまずは探していこうというご意見もいただいてお

ります。これらが高齢者と子育てです。 

次は、健康についてです。心と体の健康、その人らしい健康も大事

なところであり、これも一緒で、地域で、皆で支えるという視点で、

今後進めていかなければいけないだろうという話になり、その中で

引きこもりという話も出てきました。引きこもりが増えてきたこと

についても、やはり心と体の健康につながってくるので、地域皆で

支えていくというところが大事ということで、計画にも盛り込まれ

るとよいという話でした。障がい福祉では、親亡き後についてとい

うことで、菰野町でも障がい者福祉は計画にも盛り込まれていると

思うのですけれども、本当の親の不安は、やはり親亡き後のことで

す。グループホームなどのニーズに、どのように対応していくかの

計画が、非常に大事になるのではないかということで、ここでもや

はり地域です。地域のボランティアや地域の方々で組織化をしてい

く、自ら作っていく動きが、これから出てくるので、それをサポー

トしていただくのが行政であるとは思わなくはないです。それも必

要かとは思っています。 

もう一つ、スポーツ・文化・生涯学習という項目も出ました。これ

は、なくても別に困りはしないという話で始まりました。けれども、

でもこれがあることによって、地域のつながりになるのではないか

というキーワードで、これはぜひ総合計画の中でも推進をしていっ

てもらいたいという項目で、上げさせていただいております。以上

です。ありがとうございました。 

委員長：総務安全部会の方、お願いします。 

委 員：総務安全部会からの意見交換のご報告をさせていただきます。最初

は防災等の部分で、意見がたくさん出てまいりました。前回の策定

では、東北の大震災のあとで、そのような内容がございましたが、

今回は劇的にコロナとの関係について、ご意見が出てまいりまし

た。これからの災害は、一つの災害だけではなくて、複合的に災害

が重なることも、しっかりとリスクとして考えなければいけないと

いう点。そして、今回のような感染症での災害レベルになってまい

りますと、今まで考えていたような災害のように、公民館に集合す

ることがなかなか難しくなってくるという点で、民間の問題になっ

ている空き家の対策などと併せて、空き家を利用したり、菰野町の

中で観光業であるホテルなどの民間の手も借りながら、一緒に災害

対策をしていくのがよいのではないかという意見が出ていました。

防災に対しての救急に関しても、人材不足が見込まれてくるという

点が問題に上がっています。ただ、この人材確保のために、今もい

ろいろな努力がされており、消防等に関してはＯＢの方々の力を借



りることも行っていただいているということですが、それをもっと

幅を広げて、支援隊というボランティアの力をもっと育てなければ

いけないという意見が出ていました。交通安全対策についても、高

齢者等の増加にしっかりと対策をしていかないといけないという

ことです。併せて考えていかなければいけない公共交通機関につい

て、高齢者だけを対象にするのではなく、もっと学生や一般の方々

の利用も促していくことで、町全体の交通事故が減ったり、あるい

は公共交通機関の継続が図れるということで、高齢者だけの対策の

意味で公共交通機関を考えないようにした方がよいのではないか

という意見も出ました。防犯対策と消費者保護という点に関して

は、やはり情報共有、それもスピード感を持った情報共有が必要だ

ということと、ソーシャルメディアというものに取り組んでいただ

いているようですけれども、去年から発信されています菰野町のア

プリをもう少し利用して、情報共有、情報のスピードアップを強化

したらよいのではないかという意見が出ていました。 

次の分野の持続可能な町のためにというところの話し合い・意見

交換についてです。こちらに関しては、「町のお手伝い」といった今

までのレベルから、自分たちで考えて、もっと踏み込んでいったレ

ベルの自助・共助が必要なのではないかという意見が出てまいりま

した。ただ、その中で問題なのが、今まで菰野町に代々長らく住ん

でいらっしゃるような古い住民の方々と、もうここ何年かで新しく

入ってきたような方々との住民との意見の相違が出てきた場合に、

それをどう解決していくのかという問題です。あるいは、「自助・共

助・公助」という言葉を使っても、なかなか住民側が意識しにくい

のではないか。今回のコロナでもあったように、「３密」など分かり

やすくイメージしやすいキャッチフレーズのような具体的な文言

を用いて、住民側に共助・自助の意識、啓蒙活動をしていった方が

よいのではないかという意見が出ていました。安定、信頼される効

率的な財政運営、行政運営のところでは、やはり広域連携が重要だ

という意見が出てまいりました。これは、私自身も大変感銘を受け

たのですが、「ないものねだりではなくて、あるもの探し」というと

ころがあったかと思うのですが、こちらの部会では、それからもう

少し踏み込みまして、民間として、ある程度受け皿の意欲を持って

いる民間の力をもう少し信じて、巻き込んでいただければ、もっと

効率的に行政運営がなされるのではないかという意見が出てまい

りました。住民側への住民参画への啓蒙活動の一つとして、何か一

つ菰野町ならではの成功体験のようなものを、行政側と一緒に作っ

たら、分かりやすいのではないかというご意見も出ていました。持

続可能で効率的な仕事という意味では、菰野の役場に勤めていらっ

しゃる職員の方々のケアも重要ではないかという意見もあります。



総務安全部会としては、このような意見が出てまいりましたので、

報告させていただきます。 

委員長：最後になりますが、第２部会の環境産業部会ですね。 

委 員：環境産業部会は、大きく分けて３つの論点の意見について検討しま

した。１つめは、インター周辺の土地利用、インター周辺に限らず

土地利用のこと。２つめが観光全般、湯の山エリアを主とした菰野

町全体の観光の全般のこと。もう１つは、持続可能な社会について

ということで、インフラ整備等に関して、大きくわけてこの３つに

ついて話をしました。一つ目のインター周辺、また周辺に限らずで

すけれども、菰野インターができ、新名神という大動脈の出入り口

ができたということで、優良な企業、工場などの誘致によって、雇

用、増収ができるのではないかということです。やはり働く場所が

ないと人口増につながらないということで、空洞化にならないよう

な誘致を行政にはお願いしたいという意見が出ました。その反対

で、やはり大規模店舗等が進出すると、どうしても地元の個人商店

が苦しくなってしまうという現実もありますので、その辺の対策

は、やはり知恵を絞っていかなければいけないのではないかという

ことです。もちろん、インターは菰野町の顔になるエリアでありま

すので、菰野町を紹介できるインフォメーションを企業と共同で計

画してはどうかという意見も出ました。いろいろな建物を建てた

り、新しい土地を開発しようとすると、森林法や河川法など、いろ

いろな法律が絡んできてしまいます。その辺を、大げさですけれど

も特区的な取り組みを行政に協力していただいて盛り上げていく。

要は規制を緩めていただいて、企業が活躍できる場所を作っていた

だきたいという意見が出ました。 

二番目になりますけれども、観光についてですが、菰野町は緑、自

然豊かな所で観光の町というイメージが強いですが、これを発信す

る施策がどうしても重要になるのではないか。コロナの影響もあっ

て、これまでとは少し違う集客環境を持っていかないといけないの

ではないかということです。もともとインバウンドは、菰野町はそ

れほどパーセンテージ的に大きなウエイトを占めてはいませんで

した。しかし、今後はものづくりなど、いろいろな体験型の集客、

農業体験や森林体験など、体験型のオプションを発信して、集客に

努めてはどうかという意見が出ました。どうしても民間からだと、

行政に頼ってしまうのですけれども、アイディアは、やはり民間の

方が素晴らしいのではないか。行政は、マッチングのような役割を

していけば、行政の過度な負担にもならずに、上手に回っていくの

ではないかという意見が出ました。 

三番目の持続可能な社会ということで、再生可能なエネルギーに

ついては、菰野町でも、この役場でも、いろいろな公共施設でも太



陽光発電をしています。バイオマスも検討した時期もあったそうで

すが、どうしても採算ベースが少し厳しいようで、今度は風力を検

討してはどうかという意見が出ました。ただ、風力にしても、法律

的なことをクリアしていかないといけないかということがありま

す。水道施設ですが、水道の耐用年数が 40 年といっても、40 年ご

とにということではなくて、毎年いろいろな所で水道管が破裂しま

すので、公共工事が毎年あるものに対して、どうしても予算をつけ

てやらないといけない。その辺の対応もしっかりしてやっていかな

ければいけないという意見でした。河川の氾濫対策でも、河川の土

砂がたまりますので、それを何とかならないかとのことです。課題

としましては、太陽光発電が菰野町でも結構ありますけれども、あ

まり山林を切り開いてしまうと、保水力のこともあります。20 年経

過後の太陽光パネルの処理が、菰野町内でも大きな課題になるので

はないか。農業については、菰野町は今後も力を入れていくと思う

のですが、今後販路を拡大するために、結構難しいらしいのですが

ＧＡＰ認証というものを取っていくことも重要になるのではない

かということでした。以上です。 

委員長：ありがとうございました。それでは、一つだけ残りました教育民生

の子育てについてお聞きしたいと思います。 

委 員：はい。子育ての項目では、若い世代が働きやすい環境を作っていく

必要があるのですが、高齢者が支える、活躍の場としての高齢者が

支える仕組みをつくってはどうかという意見をいただいておりま

す。働く世代がこうした意識を持つことが、キーワードになるかと

思います。ここでも地域の力をお借りしよう、仕組みを作ろうとい

うことで、高齢者と同じような視点ですけれども、子ども、高齢者

も一緒に、障がい者も、もう全部含めて、地域で支えていこうとい

う仕組みを作っていく中で、高齢者の活躍として、高齢者の方にお

願いをできればということが、意見としては出ております。障がい

や子育て、あとは高齢者もそうなのですけれども、事業所だけでは

なく、行政だけではなく、やはり地域のそういう仕組み作りも、非

常に大事になってくる。そういう仕組み作りをどのようにしていく

かが、今後の課題になってくるのではないかというご意見をいただ

いております。以上です。 

委員長：ありがとうございます。それでは、それぞれの部会に対するご意見

等ございましたら、ご発言をいただくということで、お願いしたい

と思います。いかがでしょうか。出ないようですので、ご意見はメ

ール等でいただくということで、よろしいでしょうか。 

委 員：はい。 

【基本構想についての意見等】 

委員長：基本構想についてのご意見、もしくはそれに関連したご意見はござ



いませんでしょうか。 

委 員：３部会を通して専門委員の方から一言コメントをいただけません

でしょうか。 

委 員：はい。10 年前、前の総合計画を作る作業のお手伝いをさせていた

だきました。他の委員がおっしゃったように、確かにあれは東日本

の震災が大変印象が強かったので、それをかなり意識した形で、議

論が進みました。今回は、それがコロナであるわけです。東日本と

違って、コロナは全世界的な話です。正に新しい生活様式というこ

とで、われわれの生活も変わりそうです。今後どのように、10 年後

はどうなっているかを踏まえて考えることは、非常に難しい話では

あるだろうと思います。今日、それぞれの部会で、役場の方々と一

緒に 10 年後を考えようということで、それぞれの部会で、キーワ

ードや新たな視点を出していただいています。それを基に、今後ま

ずは基本構想をまとめていく形になると伺っています。皆さんのお

手元にあるかと思いますが、10 年前に作ったこの基本構想の中で

も、９ページからですけれども、文章でこのような表現がされてい

る。今日、皆さんにご議論いただいたものは、このような文章に反

映されていくことになるだろうと思います。非常に詳しく突っ込ん

だ項目で書いていただいているものは、今度は基本計画の中に項目

として盛り込まれることになるだろうと思います。総合計画は、町

にとっては最上位の計画でなければいけないのですけれども、残念

ながら効率的に行政を進めていくという観点からいうと、各課がそ

れぞれ計画を作って、どちらかといえば、それを優先させる傾向が

非常に強いのですね。その中にあって、今日それぞれの担当課の皆

さんとお話をいただいて、それぞれの課が真面目にやっていただく

のだけれども、どうも課の仕事として視野がどちらかといえば狭く

なるものを、皆さん方の住民の目線で広く捉えることを、促しても

らえたのではないかと思っています。ですから、これから基本構想

という形の文章化を通じて、各課で練られていくことになるだろう

と思います。そして、その結果として、この総合計画というものが

最上位の計画として、町の中で位置づけけられます。最近また計画

の重要性として、国がさまざまな補助事業などにおいて、「菰野町さ

ん、こういう補助を申請していくのならば、その補助事業の根拠は

総合計画に載っていますか」と言われることも、しばしばあります。

ですから、その意味で漏れなくいろいろなことを網羅しなくてはな

らないとなると、面白くない文章になっていく可能性はあります。

けれども、少なくとも基本構想については、皆さん方とさらなる文

章の構成を、次回ご検討いただくことになる。10 年後の、冒頭に柴

田町長がおっしゃった目的地を定めるという部分で、基本構想の文

章で表現をする作業をしていただき、われわれはもう１回見てい



く。そのための準備作業として、この分科会で新たな視点それから

キーワードを今日は出していただいたということであります。これ

からこれをどのように消化するかという大きな作業が残っている

というところであります。今日は実に重要な会議が、限られた時間

だったけれども、できたかと思っております。以上です。 

委員長：ありがとうございました。次回は、この会議の内容を基に、基本構

想それから施策の体系などについて、議論をしてまいりたいと思い

ます。本日は、長時間にわたり貴重な時間を賜りまして、ありがと

うございました。事務局より連絡があるようでございますので、事

務局にお渡ししたいと思います。 

６．その他 

（事務連絡） 

 

（閉会） 

 

 


